























されている。A dictionary of basic Japanese grammar では使役は自他で分けられており、
意味は典型的な例文で提案されているが、上下関係との関連性にも言及があり、以下のよ
うに「動詞のテ形＋授受表現」という構造も例示されている。 
	 	 私は春子をパーティーにいかせてやった。 





























































































３）妻は、お酒は身体に悪いからと、夫に酒をやめさせた。	 	 説得使役 





























	 	 	 私は山道で足をすべらせ、転んでしまった。 























８） a)	 コーチは選手を走らせた。 





９） a)	 	 父は娘にピアノを弾かせた。 













１０） a)	 	 太郎はまた悪いことをして、花子を泣かせた。 







 c)  	 梅雨がカビを生えさせた。 








１１） a)	 救助隊員は、意識のない負傷者をベッドに寝かした/寝かせた。 
















































単数形 - sg.	 複数形 - pl. 
男性 - m.	 女性 - f	 中性 - n. 

























primorati ..(to force, to 






















predložiti, savetovati (to 
support, to encourage, 








































up, to sadden, to 

























１３）Majka・ je naterala・ dete ・da pije ・vodu. 
「お母さんは子供に無理やり水を飲ませた」 










	 	 	 	 	 	 「お母さんは子供に水を飲ませた。」 
強制：１．Majka	 	 je natera-la 	 dete	  da pije	  vod-u.	   
(Mother          forced       the kid        to drink    the water) 
説得：２．Majka 	 je ubedi-la 	 dete	  da pije 	 vod-u.  
(Mother 	 convinced	    the kid    to drink   the water) 
 指示： 3. Majka 	 	 je naredi-la	 detet-u 	 da pije	  vod-u.  
(Mother 	 	 ordered 	 the kid 	 	 to drink 	 the water) 
許容： 4. Majka 	 	 je dozvoli-la 	 detet-u 	 da pije 	 vod-u.  
(Mother          allowed 	 	 the kid	 to drink 	 the water) 
主語（使役主）のお母さん（majka）は常に主格であるが、目的語（被使役主）は、動
詞によって対格か与格いずれかの形をとる。 
１． これらの使役構文において、動詞は、接続詞「da/na」を要求する。Majka je 





je natera-la という完了形（三人称女性、単数）は使役主に一致し、det-e はその
目的語で対格、vod-u は da pije の目的語で対格となる。 
Majka・je natera-la ・dete・da・pije ・vod-u. 
3fsg, nom・perf, 3fsg・3sg, acc・ conj・ pres 3rd ・3fsg, acc 
２． 1 と同様、主動詞 je ubedi-la は対格の目的語を取る。 
Majka・je ubedi-la・det-e・da・pije・vodu. 
3fsg, nom・perf, 3fsg・3sg, acc・ conj・ pres 3・3fsg, acc 
３． この場合、主動詞 je naredi-la は与格目的語を取る。 
Majka・je naredi-la・dete-tu・da pije・vodu. 
3fsg, nom・perf, 3fsg・3sg, dat・ conj・ pres 3 ・3fsg, acc 
４． 3 と同様、主動詞 je dozvoli-la は与格目的語を取る。 
Majka・je dozvoli-la・dete-tu・da pije・vodu. 
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